
共同住宅及び小規模建築物の
簡易な省エネ評価ツールの開発

～来年４月の施行予定の改正省エネ法に取り組む
中小工務店、大工の皆様を支援します～
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概 要

• 建築研究所では、国土技術政策総合研究所とともに省エネ基準に基づいた建築物のエネルギー
消費性能の計算方法を開発するとともに、関連する技術情報をホームページで公開しています。

• 建築物省エネ法が令和元年５月に改正され、以下の規制措置が来年４月に施行されることから、こ
れまでに省エネ基準評価の経験のない設計者が簡易に計算できるよう、早急に評価ツールが必要
となっています。

〇非住宅建築物について、省エネ基準適合義務の対象が300㎡以上に拡大

〇300㎡未満の建築物（住宅を含む）について、建築主へ省エネ基準適合状況の説明が義務化

背景・目的

• 中小工務店、大工の皆様が、改正建築物省エネ法に照らして建築物の省エネ性能の良し悪しを簡
易に判別できるよう、以下の通り、新たな評価ツールの開発に取り組んでいます。

➢ アパートなどの共同住宅について省エネ評価を行う場合、住戸ごとではなく、各階ごとに丸ご
と評価できるツール（フロア入力法）を開発しました。

➢ 小規模な事務所、店舗などの非住宅建築物について、外皮や設備の仕様に関する入力負担
を大幅に軽減するツール（小規模版モデル建物法入力支援ツール）を開発中です。

• 「フロア入力法による共同住宅の評価シート」は令和２年４月に公開され、運用が開始されています。
• 「小規模版モデル建物法入力支援ツール」は現在、建築研究所のHPから試行版にアクセスでき、令
和３年４月から運用開始の予定です。

研究概要

今後の展開
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省エネルギー基準（適合義務・届出）における主な評価指標

一次エネルギー消費量
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共通条件（地域区分、室用途、床面積等）
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* エネ利用効率化設備：太陽光発電設備、コージェネレーション設備

⚫ 建物の外皮・設備（空調・換気・照明・給湯・昇降機等）の仕様に応じて一次エネルギー
消費量を計算し、基準値以下となれば基準適合となる。

⚫ 住宅については、別途、断熱と日射遮蔽に関する基準（外皮基準）が定められている。



省エネ評価に関する技術情報の公開
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⚫ 建築研究所ホームページ内に、省エネ評価に関する「建築物のエネルギー消費性能に
関する技術情報」のサイトを設けて情報公開

➢ トップページの平日1日あたりのページビュー数は1,000件超* * google analyticsによる

「建築物のエネルギー消費性能に関する技術情報」トップページ
http://www.kenken.go.jp/becc/index.html

非住宅建築物の
プログラム入力マニュアルの例

｝

住宅のプログラムへの入口

非住宅建築物の
各種プログラムへの入口

非住宅建築物の
プログラム入力マニュアル、
算定方法等

住宅の算定方法等

http://www.kenken.go.jp/becc/index.html


新たな評価ツール（1）

フロア入力法による共同住宅の評価ツール
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⚫ 共同住宅の外皮基準適合判定が住戸毎から住棟単位に改正。

⚫ 省エネ基準の評価における入力の手間が大幅に軽減された「フロア入力法による共同
住宅の評価ツール」を開発。

外皮性能 住戸毎に計算
〇必要となる主な情報

• 住戸毎の各部位（外壁・屋根・
床・天井・窓）の面積、熱貫流
率、日射熱取得率

一次エネ
消費量

住戸毎と共用部分を計算して合計
〇必要となる主な情報

• 住戸毎の設備（暖冷房・換気・
給湯・照明等）の仕様

共
用
部
分

住戸 ″ ″

″ ″ ″ ″″

″ ″ ″ ″″

″ ″ ″″

従来

住戸毎に計算、共用部の計算は必須

フロア入力法

フロア毎に計算、共用部の計算は省略可

フロア毎に計算
〇必要となる主な情報

• フロア毎の床面積と外周長と建物全
体を代表する各部位（外壁・屋根・
床・窓）の熱貫流率、日射熱取得率

フロア毎に計算。共用部分は省略可
〇必要となる主な情報

• フロア毎の設備（暖冷房・換気・給
湯・照明等）の代表的な仕様



新たな評価ツール（1）

フロア入力法による共同住宅の評価ツール
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⚫ 表計算ソフトを用いた「フロア入力法による共同住宅の評価シート」とその入力の解説
を令和2年4月に公開*し、運用が開始されている。

*「平成28年省エネルギー基準に準拠したエネルギー消費性能に関する技術情報（住宅）現行版」
http://www.kenken.go.jp/becc/house.html

⚫ 同シートでは、住棟単位の外皮性能の計算と一次エネルギー消費量の集計が可能。

「フロア入力法による共同住宅の評価シート」と「入力の解説」

http://www.kenken.go.jp/becc/house.html


新たな評価ツール（2）

小規模版モデル建物法入力支援ツール
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モデル建物法入力支援ツール 小規模版モデル建物法入力支援ツール

約87種類
の入力項目

最小*で23種類の
入力項目
*一部で詳しい入力も可
能としている。



新たな評価ツール（2）

小規模版モデル建物法入力支援ツール

8

⚫ 小規模版モデル建物法入力支援ツールは開発中であるが、「試用版」とその解説が公
開されている*。 *「建築物のエネルギー消費性能に関する技術情報」：http://www.kenken.go.jp/becc/index.html

⚫ 正式版の運用開始は令和3年4月を予定。

「2020年10月時点の試行版の画面（https://small-model.beta.lowenergy.jp/）」と「入力の解説」
（開発中のため予告なく変更する可能性があります）

http://www.kenken.go.jp/becc/index.html
https://small-model.beta.lowenergy.jp/


まとめ

⚫ 建築物省エネ法が令和元年5月に改正され、規制措置が強化さ
れた。
➢ 非住宅建築物について、省エネ基準適合義務の対象が300㎡以上に
拡大。

➢ 300㎡未満の住宅・建築物について、建築士から建築主への省エネ基
準適合状況の説明が義務化

⚫ 建築物省エネ法の改正に対応した新たな評価ツールとして、以
下を紹介した。
➢ フロア入力法による共同住宅の評価ツール

• 令和2年4月に公開され、運用が開始されている。

➢ 小規模版モデル建物法入力支援ツール（非住宅用）
• 試用版とその解説が公開されている。運用開始は令和3年4月の予定。

【参考】

• 国土交通省ウェブサイト「建築物省エネ法のページ」：
https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/jutakukentiku_house_tk4_000103.html
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https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/jutakukentiku_house_tk4_000103.html


建築物省エネ法 規制措置の改正内容
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⚫ 建築物の省エネ基準の適合義務が2,000㎡以上から、300㎡以上に拡大
⚫ 300㎡未満の建築物・住宅は、建築士から建築主へ省エネ基準適合状況の説明が義
務化

参考



非住宅建築物の
エネルギー消費性能評価プログラム
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注）2020年10月時点の試行版の画面
https://small-model.beta.lowenergy.jp/

小規模版
モデル建物法入力支援ツール

300㎡未満（説明義務）を対象

https://building.app.lowenergy.jp/

標準入力法

建築物のエネルギー消費性能
計算プログラム（非住宅版）

〇特徴
• 室毎に床や外皮の面積、設備
（空調・照明・換気・給湯等）の
詳細な仕様を入力する。

• 設計する建物そのものの一次
エネルギー消費量を計算する
ことができる。

〇入力方法
• 表計算ソフトに情報を入力し、
そのシートをプログラムへアッ
プロードする。

https://model.app.lowenergy.jp/

モデル建物法入力支援ツール
適合義務では主にこれが使用される

〇特徴
• 標準入力法よりも簡易な入力。

• 建物用途（事務所・店舗等）に
応じて予めモデル建物が準備
されており、設計する建物の設
備の主な仕様のみを入力する。

• 基準の適否の度合い（BEI）を
計算することができる。

〇入力方法
• 画面に直接入力、または、表
計算ソフトに情報を入力し、そ
のシートをプログラムへアップ
ロードする。

〇特徴
• モデル建物法から入力対象と
する室・設備の仕様の情報を
絞り、さらに簡易な入力とする。

• これまで省エネ基準評価の経
験がない設計者にも使い安く
なることに配慮。

〇入力方法
• 画面に直接入力する。

開発中

参考

https://small-model.beta.lowenergy.jp/
https://building.app.lowenergy.jp/
https://model.app.lowenergy.jp/

